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診療科目 ご案内
ご来院の際は４００台収容可能の
駐車場をご利用ください。

●外来受診・お見舞い
　４時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
●検査・手術付添等に関わる長時間滞在
　８時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円

E-mail：info@shinkomonji-hp.jp
http://www.shinkomonji-hp.jp

NPO法人列島会
創造館クリエイティブハウス 印刷事業部
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松原二丁目

学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針
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新小文字病院の医療連携機関の紹介

●かかりつけ医とは？
　病気や怪我をした時すぐに診てもらえ、皆さん自身
やご家族のこと、健康に関する困った事などを気軽に
相談でき、身近で頼りになる「地域のお医者さん」のこ
とです。日頃の皆さんの健康状態を詳しく知ってくれて

●医療連携機関とは？
　新小文字病院には主に北九州市の２８５の
医療機関と医療連携契約を締結し登録いた
だいております。医療連携機関の先生たちと
は常日頃から連携をとり、患者さんが専門的
な治療を必要とされる場合には、ご相談のう
えお引き受けする体制を取っております。症
状が落ち着いた患者さんについては逆紹介
という形をとり、連携機関へ
日頃の診療をお願いしており
ます。また、医療連携機関以
外でも連携をはかり患者さ
んのサポートをともに行って
まいります。

（医療連携室 奥本）

いますので、病気の予防や早期発見、早期治療にもつ
ながり、必要に応じて専門医、専門医療機関への紹介
をしてもらえます。自分が信頼できると思った医師をか
かりつけ医として日頃の健康サポートに役立てましょう。

新小文字病院 連携医療機関一覧表 ▶

院内に掲示
しております

S h i n k o m o n j i  H o s p i t a l

医療連携機関の紹介
医療連携室

みながわクリニック
かかりつけ医35

体外衝撃波治療について
リハビリテーション科

ロボティックアームを使用した
人工関節手術
副院長 兼 整形外科主任部長　佐藤元紀

新入職員66名活躍誓う
研修医・各部代表の紹介
新任医師・新看護部長の紹介

小倉北区 小倉城「桜まつり」



新入職員  　　活躍誓う！
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　4月から医事課に入職しました植木です。昨年から早期就労で働き始め、様々
な業務を経験し出来ることも増えてきました。まだ、不安なことも多くあります
が、分からないことは相談をし、積極的に学び続ける姿勢を持ちたいと思います。
　信頼される医療人を目指し日々の業務に取り組んでいきますので、ご指導の
程よろしくお願いいたします。

　4月から看護師として入職することになりました本田です。
　コロナ禍で臨床経験が少なく技術面に不安が残りますが、今後経験を積み重
ね知識・技術を向上させていきたいと思います。また、患者様が安心して入院
生活を送ることが出来るような環境づくりの一助となれるよう精進してまいりま
すので、ご指導の程よろしくお願いいたします。

医事課

病　棟

　初めまして、中村と申します。
　第一志望のこちらの病院で働けること大変嬉しく思っております。
　私は知識的、技術的にはまだまだですが患者様とのコミュニケーションを大
切にし、患者様のお力になれるように頑張っていきたいと思います。入職したば
かりで、色々とお聞きすることがあるかと思いますが、ご指導の程よろしくお願
い申し上げます。

リハビリ
テーション科

事 務 部

看 護 部

医 技 部

研修医・各部代表の紹介 ❶自己紹介 ❷抱負 ❸趣味・特技 ❹好きな言葉

　初めまして、4月から整形外科で働かせていた
だきます、森田と申します。
　研修は新行橋病院でさせていただいておりま
した。内科研修などで何回か新小文字病院には
来ており、大変お世話になりました。
　早く、一人前になれるよう頑張ります。

所属学会
●日本整形外科学会

整形外科

もり た みち お

森田 倫生
宮崎大学 医学部医学科卒業

　１年間埼玉県にある埼玉県立がんセンターで
肺がんに対する手術に関して勉強してまいりまし
た。今後はこの培った技術で門司また北九州に
貢献していきたいと考えております。患者さんに
あった、低侵襲かつ安全な手術を提供します。も
ちろん手術だけでなく、化学療法や良性疾患に
関しても行っていきます。

免許・資格
日本外科学会 外科専門医

呼吸器外科医長
やま した なお き

山下 直樹
久留米大学 医学部医学科卒業

新任医師・新看護部長の紹介

福島 僚太
ふく しま りょう た

長崎大学 医学部医学科卒業 熊本大学 医学部医学科卒業
河津 塔哉
かわ づ とう や

66名

　今年度よりお世話になります。形成外科１年目
の永田彩奈と申します。福岡大学を卒業し、福
岡大学病院で初期研修を行いました。興味ある
形成外科の道をスタートすることが楽しみです
が、大変不安もあります。入局１年目であり、分
からないことが多くたくさんご迷惑をおかけする
と思いますが、どうぞご指導の程宜しくお願い申
し上げます。

所属学会
●日本形成外科学会

形成外科

なが た あや な

永田 彩奈
福岡大学 医学部医学科卒業

看護部長

　春の訪れとともに桜のつぼみが薄いピンクに
染まり、段々と膨らんでいます。
　この春、新小文字病院の看護部長を拝命しま
した前山と申します。新たな気持ちで職員と力
を合わせて地域医療に貢献したいと思います。
よろしくお願いします。

前山 千亜希
まえ やま ち あ き

久留米医師会 看護専門学校卒業

●日本外科学会 ●日本呼吸器外科学会
●日本肺癌学会 ●日本胸部外科学会
●日本呼吸器学会 ●日本癌学会

所属学会

❶熊本県出身。スポーツと釣りが大好きです。
元気と明るさが取りえです。

❷初心を忘れず、仕事に真摯に取り組みたいです。
❸週末はよく海外サッカーを観ています。
おいしいカレー屋をめぐるのも好きです。

❹やればできる。　　

❶山口県出身。野球が大好きです
（小2～大学まで行っていました）。
メンタルの強さが取りえです。

❷積極的な姿勢で学び、色々と吸収したいです。
❸ゴルフとサウナ
❹最後まで諦めない

2Heart to HeartHeart to Heart3



●ガイダンスモジュール
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す
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人
工
関
節
手
術
は
術
前
の
計
画
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カメラスタンド●

ロボティックアーム●

疾患のある
膝関節

人工関節を
設置

副院長 兼 整形外科主任部長

所属学会・資格

佐藤 元紀

●日本整形外科学会専門医
●日本整形外科学会リウマチ医
●麻酔科標榜医
●日本整形外科学会
●西日本整形災害外科学会
●日本麻酔科学会
●日本人工関節学会 等 

ロボティックアーム
支援による
損傷部除去

ロボティックアーム
支援による
損傷部除去

疾患のある
股関節

人工関節を
設置

右膝 手術前

股関節 手術前 股関節 手術後

右膝 手術後

人工関節置換術（膝）

人工関節置換術（股）
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ム

手
術
支
援
シ
ス
テ
ム
を

北
九
州
市
で
初
導
入

ロボティックアーム
手術支援システム 
“Mako（メイコー）”

ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ム

を
用
い
る
メ
リ
ッ
ト

よ
り
良
い
医
療
を

目
指
し
て

ロ
ボ
テ
ィッ
ク
ア
ー
ム
を
使
用
し
た

人
工
関
節
手
術
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そ
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的
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、
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経
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し
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れ
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て
い
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経
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ま
た
痛
み
に
関
わ
る
神
経
内
の

伝
達
物
質（CGRP, Substance-p

）

を
減
少
さ
せ
、
神
経
中
枢
へ
の
痛

み
の
伝
導
を
抑
制
し
ま
す
。

　

圧
縮
空
気
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ

た
発
射
体
が
バ
ン
パ
ー
に
衝
突
し

組
織
内
に
圧
力
波
を
伝
達
し
ま
す
。

　

圧
力
波
を
組
織
に
照
射
し
刺
激

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
痛
み
に

関
与
す
る
神
経
内
の
伝
達
成
分
離

散
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
鎮
痛
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

連
続
し
た
圧
力
波
を
患
者
さ
ん

の
患
部
に
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、そ
こ
か
ら
新
生
血
管（
新
た
な
血

流
）が
誘
導
さ
れ
、血
流
が
改
善
さ
れ

ま
す
。そ
の
血
流
の
改
善
に
よ
っ
て

患
部
組
織
の
修
復
が
促
さ
れ
ま
す
。

バンパー

アプリケーター

圧縮空気

圧力波

鎮
痛
効
果

組
織
修
復
効
果

●
痛
み
が
毎
回
３
割
ず
つ
減
っ

て
い
っ
た

●
足
底
腱
膜
炎
で
悩
ん
で
い
た

が
、
照
射
後
は
朝
起
き
て
か

ら
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

●
肩
が
楽
に
な
っ
た

体外衝撃波治療に
ついて

リハビリテーション科
安藤

　

体
外
衝
撃
波
治
療
と
は
、
音
波

の
一
種
で
あ
る「
衝
撃
波
」を
体
内

の
組
織
に
伝
達
す
る
こ
と
で
、
疼

痛
改
善
や
組
織
修
復
を
促
す
治
療

法
で
す
。
筋
緊
張
緩
和
、
筋
膜
や

腱
の
滑
走
性
の
改
善
、
癒
着
の
改

善
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

国際衝撃波治療学会に承認された適応疾患

国際衝撃波治療学会が優れた適応症としているもの

主な適応症例

石灰沈着性
腱板炎テニス肘

大転子痛
症候群

膝蓋腱障害

アキレス腱
障害 足底筋膜炎

疲労骨折

偽関節

圧力波の
照射

神経内の
伝達成分を離散

患部組織の
修復

圧力波の
照射

施術プロトコール

第1段階： 500 ショット、鎮痛目的、圧力1.5Bar
第2段階： 1,000 ショット、圧力1.5～4.0Bar、頻度10Hz
第3段階： 500 ショット、筋肉の走行に沿って実施

■ 3段階治療 
(一般的な例)

■ 処置回数 1週間に1回とし、ほとんどの症例で
3～5回の処置が必要
(初回の処置から痛みの軽減が感じられる)

■ 処 置 後 処置した分は、2日程度は安静

●変形性関節症 ●Dupuytren拘縮 ●Ledderhouse病
●de Quervain病 ●ばね指 ●痙縮 ●手根管症候群

圧
力
波
治
療
器
の
し
く
み

体
外
衝
撃
波
治
療
と
は

効
　
果

患
者
さ
ん
の
声

と
効
果
が
見
ら
れ
て
お
り
、
患
者

満
足
度
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

1
9
8
0
年
代
に
義
父
が
門
司

区
柳
町
に
産
科
婦
人
科
津
田
医
院

を
開
業
し
、お
よ
そ
40
年
に
渡
り
地

域
の
み
な
さ
ん
に
医
療
を
提
供
し

て
参
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
婦
人

科
の
患
者
さ
ん
と
と
も
に
今
後
は

私
自
身
の
経
験
を
生
か
し
て
、消
化

器
疾
患
、生
活
習
慣
病
、乳
腺
疾
患

も
診
療
す
る
た
め
、医
院
の
名
前
を

「
婦
人
科
・
女
性
内
科　

み
な
が
わ

ク
リ
ニ
ッ
ク
」と
し
て
2
0
2
1
年

5
月
よ
り
継
承
致
し
ま
し
た
。

　

救
急
対
応
が
必
要
な
方
に
は
、何

時
で
も
迅
速
に
受
け
入
れ
て
適
切

な
医
療
を
提
供
い
た
だ
き
、ま
た
、

精
密
検
査
が
必
要
な
方
に
は
、各
分

野
の
専
門
医
が
高
度
な
確
実
か
つ

丁
寧
な
診
療
を
行
っ
て
い
た
だ
け

る
新
小
文
字
病
院
は
、診
療
所
で
医

療
を
行
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
は

大
変
こ
こ
ろ
強
い
存
在
で
す
。

　

更
に
、患
者
さ
ん
の
診
療
情
報
の

や
り
取
り
や
受
診
の
手
配
な
ど
は
、

病
診
連
携
の
要
で
あ
る
地
域
連
携
室

を
通
し
て
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、安
心
し
て
患
者
さ
ん
を

紹
介
で
き
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、な
ん
で
も
相
談

し
や
す
い
環
境
に
勤
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、当
院
で
働
い
て
く
れ
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
が
笑
顔
で
楽
し
く
働
け
る

職
場
作
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

義
父
の
お
よ
そ
40
年
に
わ
た
る

地
域
に
根
ざ
し
た
婦
人
科
医
療
の

志
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、更
年
期
障
害

や
月
経
障
害
を
中
心
と
し
た
婦
人

科
疾
患
と
、こ
れ
ま
で
の
私
自
身
の

経
験
を
生
か
し
て
、消
化
器
疾
患
、

生
活
習
慣
病
、乳
腺
疾
患
も
診
療
致

し
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
女
性
の
生
涯

に
わ
た
り
、広
範
囲
に
長
期
に
健
康

状
態
の
維
持
を
誠
心
誠
意
努
め
て

参
り
ま
す
。

院 長

免許・資格
・消化器病学会専門医
・消化器内視鏡学会専門医

皆川 紀剛
1996年産業医科大学卒業
2021年より現職

〒800-0025 福岡県北九州市門司区柳町1-9-6

093-381-0371
婦人科・女性内科

住 所

TEL

診療科

月受付時間 火 水 木 金 土
9：30～13：00午前

午後 15：30～18：00
※ 休診:木曜・土曜午後、日曜・祝祭日△ 予約検査日:月曜・水曜午後

新
小
文
字
病
院
と
の

連
携
に
つ
い
て

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と

今
後
の
目
標

みながわクリニック

みながわ　 のりたか　

至門司港鹿児島本線
JR 門司駅

至小倉

西日本シティ銀行

個別指導Axis ゆめマート

めがねのメルック
門司駅前西 門司駅前東

高田一丁目

みながわクリニック

310

不
老
通
り

柳
中
央
通
り

みながわクリニック
津田医院から名称変更し2021年5月より継承

かかりつけ医紹介 35

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
徴
と

特
色
・
概
要
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